
詳細・歴史

ケープタウンから東へ120ｋｍに位置するリゾート地「ヘルマナス」にある、海洋性気候のワイン産地「ウォーカー・ベイ地域」はシロナガスクジラが見れる
ことでも大変人気です。この地域の中でも、冷たい大西洋と南極からのベンゲラ海流の影響を受けるためひときわ冷涼な銘醸地 「Hemel-en-Aarde」 

には450ヘクタールの畑の広がりますが、2009年に細かく３分割されました。「Hemel-en-Aarde」はアフリカーンス語で「天と地」を意味しますが、現
在この新たに分けられた３地区すべてに自社畑を所有してワイン造りを行っているのはこの「ストーム・ワインズ」だけです。
①Hemel-en-Aarde Valley／ヘメル・アン・アード・ヴァレー：最も海寄りで標高は低く温暖　【土壌】粘土がちな頁岩

②Upper Hemel-en-Aarde Valley／アッパー・ヘメル・アン・アード・ヴァレー：３地区の中間　【土壌】風化した花崗岩

③Hemel-en-Aarde Ridge／ヘメル・アン・アード・リッジ：標高が330ｍもあり最も高いため冷涼　【土壌】頁岩

Storm Wines (Walker Bay)

ストーム・ワインズ（ウォーカー・ベイ）

2012年、ピノ・ノワールの名手であるハネス・ストーム氏によってウォーカー・ベイに設立されたワイナリーです。彼は南アフリカの首都プレトリア出身で、
ワインコレクターだった父の影響でステレンボッシュ大学で栽培と醸造を学びますが、学生の頃から、かの「ハミルトン・ラッセル」で研鑽を積み、後に醸
造長に就任します。大学時代に虜になったピノ・ノワールとシャルドネを扱う彼の技術は卓越しており、「ハミルトン・ラッセル」での活躍の傍ら他の小規
模生産者の栽培コンサルタントを務めるなど若くして敏腕ぶりを発揮してきました。
本拠を置いているウォーカー・ベイのHemel-en-Aarde／ヘメル・アン・アード地区はケープタウンから東へ120ｋｍの海の近くに位置し、南極から流れ
るベンゲラ海流と大西洋からの冷たい南東の風の影響を受けており、灼熱の南アフリカにおいて並外れた冷涼な海洋性気候で、正にピノ・ノワールと
シャルドネの聖地となっています。またウエスタン・ケープ州の他のワイン産地よりも年間の降水量が多いため、干ばつの影響を受けにくい利点もありま
す。
ハネス・ストーム氏は非常に勤勉家で温かく愛に溢れた人柄であることから、彼の周りのワイン造りに携わる人々や友人たちからだけでなく、地域の
人々や流通に関わる人たちからもとても愛されています。恵まれたウォーカー・ベイの大地と、ハネスの手によって育まれたブドウから生まれるエレガン
トで繊細なキュヴェを、どうぞお楽しみください！

産地 Hemei-en-Aarde：「天と地」

醸造

３つの異なる地区（ワード）の個性を活かすため、人的介入は最小限にとどめ、
徹底した少量生産を貫くことにより、最大限にその魅力を発揮しています。
【全房使用率】テロワールの特徴を生かすため15～20％以内に抑える
【熟成樽】キュヴェによって細かく樽を使い分けています。すべてフレンチオークの
　　　　　  小樽で（フランソワ・フレール製、ルイ・ラトゥール製、シャサン製、メイ
　　　　　　リュー製）、古樽は『ハミルトン・ラッセル』のお下がりも使用しています。
【熟成期間】約11～18カ月間



商品コード ワイン名 ヴィンテージ 税別参考上代

Vrede Chardonnay
フレダ・シャルドネ

JAN　0700083667670

Ridge Chardonnay
リッジ・シャルドネ

JAN　0700083667687

72810120 2020 ¥6,300

The two 2020 Storm Chardonnays 

例年よりも涼しくまれにみる豊かな雨量に恵まれたため、ブドウ樹たちは干ばつという圧制から逃れられた記念すべきヴィンテージになりました。

【キュヴェ名】「Ｖｒｅｄｅ／フレダ」とはアフリカーンス語で「平和」
【産地】Hemel-en-Aarde-Valley／ヘメル・アン・アード・ヴァレー
【畑立地】渓谷に位置した北東向きの急斜面。標高は高くなく、温暖な気候。
【土壌】４億年前のデボン紀のボックフェルド・シェール：石が多く粘土が豊富な頁岩
【発酵】バスケット・プレスにて搾汁後、フレンチオーク小樽（２２８L）にて野生酵母による自然発酵
【熟成】《新樽》 30％、《１年樽》20％、《２年樽》40％、《３年樽》10％ にて８カ月間
【瓶詰】2020年12月
【樽製造社】ルイ・ラトゥール製 50％、フランソワ・フレール製 40％、シャサン製 10％
【テイスティングノート】ボックフェルド・シェール土壌由来のライムやレモンなどの柑橘類や白梨
　　　　　　　　　　　　　などの豊かでふくよかなアロマが魅力的で、ほのかにジンジャーやスパイ
　　　　　　　　　　　　　スのニュアンスも感じられます。溌溂とした酸味のある果実味と、美しく輪
　　　　　　　　　　　　　郭のはっきりしたミネラル感がとても印象的で、僅かにウッディーでクリス
　　　　　　　　　　　　　ピーさを伴う長く滑らかな余韻へと続く、とてもエレガントなシャルドネです。
【生産数】250ケース
【アルコール度数】12.88％

【キュヴェ】２ヴィンテージ目になる新しいキュヴェで、クラシックスタイルのシャルドネ
【産地】Hemel-en-Aarde Ridge／ヘメル・アン・アード・リッジ
【畑立地】渓谷に位置した南東向きの斜面。標高は330ｍで３エリアの中で最も高く、非常に冷涼。
　　　 　　「フレダ」の畑よりもブドウの生育が１カ月ほど遅く、じっくりと味わいを深めていきます。
【土壌】４億年前のデボン紀のボックフェルド・シェール：大き目の石が多く粘土が豊富な頁岩
【発酵】バスケット・プレスにて搾汁後、フレンチオーク小樽（２２８L）にて野生酵母による自然発酵
【熟成】《新樽》 30％、《１年樽》 14％、《２年樽》 29％、《３年樽》 14％、《４年樽》 13％ にて８カ月間
【瓶詰】2020年12月
【樽製造社】ルイ・ラトゥール製 57％、メイリュー製 15％、フランソワ・フレール製 14％、シャサン製 14％、
【テイスティングノート】凝縮した顆粒のナチュラルな酸と、数種類の柑橘類やネクタリンなどの果実の風味が、美しい
　　　　　　　　　　　　　メドレーの用に次々と現れて混ざり合っており、洗練されたオーク樽由来のハーモニーが素晴らし
　　　　　　　　　　　　　く、クリスピーで柔らかい余韻が長く続くのが特徴的です。
　　　　　　　　　　　　　正に爽やかでいて上品な、典型的な正統派の彫りの深い骨格を持ったスタイルに仕上がってお
　　　　　　　　　　　　　り、熟成において大いに持続性を期待できるポテンシャルを感じさせる出来栄えです。
【生産数】170ケース
【アルコール度数】13.32％

72811120 2020 ¥6,300



商品コード ワイン名 ヴィンテージ 税別参考上代

Vrede Pinot Noir
フレダ・ピノ・ノワール

JAN　0700083667694

Ignis Pinot Noir
イグニス・ピノ・ノワール

JAN　0700083667717

Ridge Pinot Noir
リッジ・ピノ・ノワール

JAN　0700083667700

72830119 2019 ¥6,300

【キュヴェ名】「Ｖｒｅｄｅ／フレダ」とはアフリカーンス語で「平和」
【産地】Hemel-en-Aarde-Valley／ヘメル・アン・アード・ヴァレー
【畑立地】渓谷に位置した北東向きの急斜面。標高は高くなく、温暖な気候。
【土壌】４億年前のデボン紀のボックフェルド・シェール：石が多く粘土が豊富な頁岩
【植樹】2008年
【発酵】フレンチオーク小樽（２２８L）にて野生酵母による自然発酵
【熟成】《新樽》 24％、《１年樽》 23％、《２年樽》 32％、《３年樽》 21％ にて11カ月間
【瓶詰】2020年2月
【樽製造社】メルキュレイ製 44％、フランソワ・フレール製 36％、シャサン製 20％
【テイスティングノート】バラの花びらやスミレ、野イチゴなど、フローラルで甘やかなアロマが魅力的で、ピュアで深みのあ
　　　　　　　　　　　　　る果実味と、繊細でシルキーなタンニン、そしてほのかなスパイシーさが鼻腔を抜けます。派手で
　　　　　　　　　　　　　過度な果実味のあるタイプとは真逆で、深み、純粋さ、そしてしなやかな骨格を持っており、驚く
　　　　　　　　　　　　　ほど長い余韻を湛えた、非常に豊かでエレガントなピノ・ノワールと言えるでしょう。
【評価】Tim Atkin MW：96ｐｔ、 Platter's Guide：5 stars

【生産数】275ケース
【アルコール度数】13.25％

The three 2019 Storm Pinot Noirs 

「骨の髄まで乾燥し、クレッシェンドにまで達した」と言い切れるほどの、厳しくも見事なここ数年間の集大成となったヴィンテージが完成しました。

いずれのキュヴェも収量は極限まで抑えられ、それ故にテロワールの個性が最大限に表現されています。

72831119 2019 ¥6,300

【産地】Hemel-en-Aarde Ridge／ヘメル・アン・アード・リッジ
【畑立地】渓谷に位置した南東向きの斜面。標高は330ｍで３エリアの中で最も高く、非常に冷涼。
　　　 　　「フレダ」の畑よりもブドウの生育が１カ月ほど遅く、じっくりと味わいを深めていきます。
【土壌】４億年前のデボン紀のボックフェルド・シェール：大き目の石が多く粘土が豊富な頁岩
【収穫】へメル・アン・アード・ヴァレーの例年通りのタイミング、2月の一週目に開始（一番遅い）
【発酵】フレンチオーク小樽（２２８L）にて野生酵母による自然発酵
【熟成】《新樽》 26％、《１年樽》 23％、《２年樽》 15％、《３年樽》 36％ にて11カ月間
【瓶詰】2020年2月
【樽製造社】フランソワ・フレール製 55％、メルキュレイ製 27％、シャサン製 18％
【テイスティングノート】ベリー系果実やダークチェリー、ハーブ、スパイス、グラファイト（黒鉛）などのアロマが複雑に華や
　　　　　　　　　　　　　かに立ち上り、味わいには、深い色合いの果実味がリッチに感じられ、シルクのようなタンニンとと
　　　　　　　　　　　　　もに濃密に口中に広がりながら、スパイシーさを放つ官能的な余韻へといざなわれます。エキゾチックな
一面を見せながらも、しっとりとした落ち着きと優雅さを与えてくれる極上のピノ・ノワールと言えるでしょう。

【評価】Tim Atkin MW：95ｐｔ
【生産数】340ケース
【アルコール度数】13.51％

【キュヴェ】「Ｉｇｎｉｓ／イグニス」とはラテン語で「火」を意味しますが、この畑の土壌が火成岩の一種である花崗岩であ
　　　　　　り、その見た目がゴロゴロとして赤みを帯びた茶色であることから「火から石へ、そして樹へ」という思いを込めて
　　　　　　名付けられました。３つのピノ・ノワールキュヴェの中で唯一の花崗岩土壌で、最も繊細で緊張感があり、ブル
　　　　　　ゴーニュ愛好家垂涎の銘キュヴェです。
【産地】Upper Hemel-en-Aarde-Valley／アッパー・ヘメル・アン・アード・ヴァレー
【標高】３地区の中間に位置し、約125ｍ　　　【畑立地】北向き
【土壌】この「イグニス」の畑のみ、かつて河川から運ばれた円みを帯びた小石と砂利の混ざる風化した花崗岩
【植樹】2008年
【発酵】フレンチオーク小樽（２２８L）にて野生酵母による自然発酵
【熟成】《新樽》 25％、《１年樽》 25％、《２年樽》 50％ にて11カ月間
【瓶詰】2020年2月
【樽製造社】フランソワ・フレール製 50％、メルキュレイ製 30％、シャサン製 20％
【テイスティングノート】ラズベリーや野バラ、カシスの葉など自然界をすぐそこに感じられるような複雑なアロマがあり、凝
　　　　　　　　　　　　　縮した果実味とタンニンが絶妙な調和を見せ、根底にグリップ感があり、豊かなフィネスと魅惑的
　　　　　　　　　　　　　な甘みを伴う余韻が長く続く、正に凛とした緊張感のあるエレガントなピノ・ノワールです。
【評価】Tim Atkin MW：94ｐｔ、 Platter's Guide：5 stars

【生産数】290ケース
【アルコール度数】13.53％

72832119 2019 ¥6,300


